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第 1 章 問題と目的 

大規模災害発生時には，被災によりさまざまな領域の支援ニーズが生じる。災害支援

において，精神疾患を予防・治療することを目的として実施される各種のコミュニティ内

外からの支援は，精神保健・心理社会的支援（ Mental Health and Psychosocial 

Support：MHPSS）活動と呼ばれる（IASC，2007）。被災地域の被害の程度によって，被

災地域内だけでは支援ニーズに応えることが困難な場合には，被災地外から多くの団体や

機関が被災地に入り，支援活動を行う。全国各地の支援組織は，阪神淡路大震災以降，支

援の内容も派遣の形も多様化し，現在では様々な特徴を持つ派遣チームが活動を行うよう

になった（福井・加藤・田中，2017）。このような背景から，誰が，どこで，いつ，何

をしているかという全体像の把握および支援団体が他機関と連携をする際，困難に直面す

ることがある（小松・赤坂・森光・西田・池田，2018）。 

本研究では MHPSS 活動に焦点を当て，令和元年台風 15 号と 19 号で，千葉県安房健康福

祉センター保健所管内で支援を行った組織および支援団体を対象として，支援内容を調査

し，災害支援活動における実態調査を行い，支援の連携・協同における課題抽出を行うこ

とを目的とする。 

本調査を行うことによって，今後の実災害において，MHPSS 活動の連携・調整を考える

際の資料となることが期待される。  

 

第 2 章 方法 

令和元年に台風 15 号と 19 号で，千葉県安房健康福祉センター保健所管内に支援に入っ

た組織および支援団体 1 団体当たり 1 名以上とし，36 団体，計約 36 名を対象とした結

果，20 団体から回答を得た。 

Web 質問紙の調査項目コードは，IASC（2012）の「IASC 災害・紛争等緊急時における

精神保健・心理社会的支援の連携・調整のための活動コード・マニュアル 表 2（MHPSS

活動コードおよびサブコード）」より抽出した。収集した活動項目を用いて IASC の活動

コード表に基づき，活動内容のコーディングを行った。その後，介入ピラミッド図の 4 つ

の階層（レベル 1～レベル 4）の中で該当する MHPSS 活動にマッピングを行った。  

 

第 3 章 結果 

IASCの介入ピラミッド図にマッピングした結果，レベル 1「基本的サービスや安全の社

会的配慮」の活動が最も多く，次いで，レベル 2「地域の強化や家庭の支援」，レベル 3

「特化した非専門的サービス」，レベル 4「専門的サービス」であった。 

自由記述では活動に際し，他組織との連携において困難だった点として「詳細な報告

を頻回に求められた」「訓練や研修等で連携する機会が少ない組織については，互いの活

動について理解することから始まるため，現場で協働できるまでに時間を要する」といっ

た点が挙げられた。活動に際し，他組織との連携においてうまくいった点としては「日々

変化する情報の把握として，会議，カンファに参加したり，同行訪問の合間に他組織職員

と情報交換した」「鋸南町の現状と救護活動についてミーティングを実施したため活動分

担を速やかに行うことができた」といった点が挙げられた。 

本研究で活用した 4Ws ツールにおいて，回答しづらい部分や分かりにくい設問について
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回答を求めたところ，「返答に迷う質問があった」「基本的に本部にいて調整にあたって

いたため，やや答えにくい内容だった」「ほとんど『いいえ』に該当しそうだが，いいの

だろうか」といった声があった。 

 

第 4 章 考察 

レベル 1 に該当する活動が最も多く行われていて，ほとんどの団体がレベル 1 の支援活

動を行っていた。次いでレベル 2 の活動が多かったが，レベル 1 の活動コード数と比べて

あまり大きな違いは見られなかった。レベル 1 の活動内容は，自助や共助による支援活動

を円滑に進めるために，DMAT は様々なニーズの集約，DPAT は支援者支援などを行ってい

た。つまり，地域の力を取り戻すまでは，DMAT や DPAT など大規模災害時における支援活

動の研修や訓練を受けたチームが中心となり，レベル 1 に該当する活動が多く行われてい

た。その後，地域の力が回復して地域の人たちの力で復旧できるようになると，レベル 2

に該当するコミュニティ支援が増えていったと推測される。 

レベル 3 に該当する活動を行った団体の内訳を見ると，日赤と DPAT で 7 割を占めてい

た。これは職種による違いが影響しており，看護師や医師など基本的な精神保健活動を行

うチームによる支援活動の割合が多くなったと考えられる。レベル 4 に該当する活動を行

った団体は DPAT のみであった。DPAT は精神科医療および精神保健活動の支援を行う専門

家で構成されている団体であるため，レベル 4 に該当する専門的なサービスを全て担って

いたと考えられる。それに加えて，局地的な台風被害だったため，県内 DPAT の支援と機

能している地域医療の力のみでまかなえていたと考えられる。 

自由記述の，活動に際し，困難だった点に関しては，IASC の 4Ws ツールを使用するこ

とで，各支援団体がどこで，いつ，何をしているのかといった活動状況が把握できるとと

もに，具体的な活動内容を理解することができると考えられる。一方，他組織との連携に

おいてうまくいった点に関しては，調整会議や情報共有を行うことで，支援活動が円滑に

進むことが改めて示された。 

本研究で活用した 4Ws ツールについては，MHPSS 活動についての理解が進んだ上で普及

させていくことが必要であることが示された。 

本研究の限界点として，以下の 3 点が挙げられる。 

第 1 に分析対象者に偏りが生じたこと，第 2 に 1 つ 1 つの活動がどの時期に行われてい

たのかが明らかにならなかったこと，第 3 に MHPSS 活動についての理解が進んでいないこ

とである。 

指し，経営の安定という結果になる。公正で納得性の高い評価 
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